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{目的}臨床病期1]思議i小綿捻姉痛での衛部 CYFfむcd告が， tJJ除
後の総理?長期や予後を反i決するかどうかを検討し，手持J適応
を考える上でのすRA1蕊が考i還に入れるべきb母子であるかど
うかを検討することをお的とした.
{対象， )i法1199411:8月以降に当施設にで切除された臨床携
鰐i郊の非小織!泡ijl1i識のうち，橋能に邸中 CYFR..A{!liを測定し
た症例を対象に， CYFHA 1ttiと結後鶏親密子および生存率につ
いて検討した.
{結染}臨床続期n認の非Ij、繍総務箔 104-w除例t11，持j後病理
主存期u草nまH8伊g，n j線路伊~， IIIA期 11fJtl， InB態81殉， IV
jき12例であった.術後議潔鶏期加に術前 Cyt̂'RA1政を比較した
が有滋議は認めなかった.pTl症例若手の CYFRA鐙は 1.44会

O.OHng/ml， pT2悲倒群は2.95玄O.84ng/n:せであり， pTlとp'1'
2 定例群間で CYFRA 僚に有意J.l~が認められた (p:=0.004). し
かし， pN (-)症例群(n=77)とpN(十)疲憐鮮(n=2りでは Cy_
FRA 鍍に有意援は夜、められなかった.また，カットオフ悠で
分けた CYFRAく2.5n['Jml群(n== 87)とCYFRAみ2.5ng/rぱ群
(n担 17)関において生存率の差は認められなかった.
{結語}臨床鶏期 i期非小細胞崩i識での術前 CYF'HA~議は持j後
議模縮態や予後を反i決するものではなく ，f;主催であっても手
都議応‘外とする必襲はないと考えられた.


